
○台風の影響により進路に近い西日本の地域を中心に大雨となり、鳥取県、岡山県、香川県及び岩手県
では平年の8月の月降水量の2倍を超える大雨となった。この影響で、京都府、鳥取県内で道路被災に
よる孤立が発生したほか、土砂崩れや浸水等の被害が発生した。

○国土交通省では、近畿、中国地方の地方公共団体へＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ等を派遣し、リエゾン活動、気象解説（JETT）、 浸水排除、被
災状況調査などの自治体支援を実施した。

○発災後の迅速な被害状況把握として防災ヘリによる広域被災状況調査を実施し、映像等を自治体と共有した。
○河川氾濫等による浸水被害に対し、排水ポンプ車による浸水排除を実施した。
○中国地方整備局から派遣したTEC-FORCEが、鳥取県鳥取市、岡山県鏡野市を中心に被災状況調査を実施中。

令和5年台風第7号への派遣

■リエゾン・JETTによる情報支援 ■防災ヘリ、Car-SATによる広域被災状況調査

■自治体が管理する公共施設の被災状況調査■災害対策機械による支援活動

・TEC-FORCE派遣人数 のべ４３２人・日
・災害対策用機械等 のべ１３１台・日

○リエゾンによる支援ニーズの聞き取り、被災情報の提供・収集、JETTによる気象情報の提
供等を実施

知事へ気象解説を実施（鳥取県庁） リエゾンによる防災ヘリ映像の提供（岡山県庁）

○上空や車上から広域の被災状況調査を行い、調査映像を自治体と共有

○各地で発生した浸水の排除のため排水
ポンプ車等を派遣

排水ポンプ車による排水活動（鳥取県倉吉市）

○道路、河川の公共施設等の被害箇所を調査し、結果を自治体へ報告

河川の被災状況調査（鳥取県鳥取市） 自治体との被害範囲確認（岡山県鏡野町）

防災ヘリによる広域調査（鳥取県鳥取市） Car-SATによる広域調査（鳥取県鳥取市）

ドローンでの被害状況調査（鳥取県鳥取市）


